
 

「新緑の季節に」 

私は新緑がきれいな今の季節が大好きです。緑が目にまぶしく生命力を感じ

るからです。 

植物は根をはり、しっかりと葉を付けます。やがて花を咲かせ種子を作ります。

どのくらいの花が咲くか、どんな実を付けるかは、根をはる時期にしっかり成長

するかにかかっています。環境の良し悪しが植物の成長に大切な役割を果たす

ことは知っての通りです。 

校庭では運動会の練習が始まり子どもたちの元気な声が響いています。 

「先生、見ていて！」「私、がんばったよ！」「上手にできたよ！」練習が終わっ

た子どもたちが笑顔で駆け寄ってきます。 

全力でいろいろなことに取り組む姿は私を元気にしてくれます。 

年度初めのあわただしさが落ち着きを見せている今、子どもたちもそれぞれ

の目標に向かって成長しています。 

今は学校生活にも慣れ、自分自身を振り返る良い時期です。良い習慣を身に

付けるには２１日間続けることが効果的だとされています。ちょっとしたことでも

習慣にしてしまえば大きな力になります。続けることが大事です。 

小さな夢が大きな夢へとつながるように、しっかりと根をはり伸び続けてほし

いと思います。 

新緑の輝く季節となりましたが、皆様にはいよいよご清栄のこととお喜び申し

上げます。子どもたちも伸び行く若葉の如く、生き生きと活動しており、その姿

にエネルギーをもらう毎日です。                校長 曽我部 大地 
 

 

＜ 令和６年度 金栄大運動会スローガン ＞ 

一味同心 金栄っ子の力 勝利の道へ ネバーギブアップ 
  ５月２６日（日）の運動会に向けて、練習が 
本格化しています。一つ一つの演技に集中し 

て取り組み、思い出に残る楽しく充実した行 

事になるよう、体調管理や励ましの声掛けな 

どお願いします。本番の輝く姿を楽しみにし 

ていてください。 
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相談室にようこそ！！ 
 

今年度より、ハートなんでも相談員として三谷 千寿恵先生が勤務され  

  ています。児童の相談活動はもちろん、保護者の皆様のお力にもなれたらと  

思っています。勤務日は原則毎週火曜日１０：００～１４：００で、相談室に在中   

しています。（詳しくは、毎月の下校時刻表でご確認ください。） 

「こんなこと気になるんだけど・・・。」「ちょっと相談できたらうれしいな。」

なんてことがあったら、ぜひお気軽にご利用ください。特に手続きはいりま

せん。上記の時間にご来校ください。 

 

＜ １ 年 生 お め で と う 集 会 ＞ 
どの学年の出し物・プレゼントにも、１年生を歓迎する優しい気持ちが込めら

れていて、顔はにっこり、心はほっこり。１年生からもすてきな歌のプレゼントが

ありました。これからも金栄っ子みんなで頑張っていきましょう。 

 
 

 

 

〇 たのしかったし、うれしかったよ。（１年生） 

〇 おめでとうしゅう会で、１年生がたのしんでくれてうれしかったです。どの学

年も１年生をたのしませるために、がんばっていました。これから１年生となか

よくしたいです。１年生がこまっていたら助けてあげたいです。（２年生） 

〇 「３年生のみなさん、おねがいします。」と言われたときはどきっとしたけれど、

本番上手にセリフを言えてむねがすっきりしました。１年生にやさしくして、「金

栄小学校はとってもいいところだなあ。」と思ってもらいたいと思いました。

（３年生） 

〇 とてもきんちょうしていたけれど、自分たちの学年が呼ばれて発表したらな

んだかとても楽しくなって緊張していた心も明るくなりました。いろいろな出

し物やプレゼントで１年生はよろこんでくれたと思います。１年生のお礼も歌も

とてもうれしかったです。１年生をいつでも応えんしています。（４年生） 

〇 初めてアーチ係をしました。きんちょうしたけど、楽しかったです。たてわり

班活動やオリエンテーリングでいっしょに遊んだり話したりしたいです。これか

ら、高学年として１年生の背中をおしていきたいです。（５年生） 

〇 入場のとき、１年生が手を「ぎゅっ」とにぎってくれてとてもうれしかったし、

かわいかったです。今日のおめでとう集会が１年生の思い出になったらいいな

と思います。１年生が慣れるように６年生が助けてあげたいです。（６年生） 

教育目標 「豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成」 

       校  訓 「未来をひらこう」 

       児 童 像 「考える子」「やさしい子」「がんばる子」 
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児童の感想 

 

  


